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平成30年保育所保育指針施行にむけて　福田氏かく語りき　～対話的で深い学び～

社会福祉法人赤碕保育園 理事長　福　田　泰　雅　

　改定保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保
育要領、幼稚園教育要領が足踏みそろえて改訂となる。足
踏みをそろえる理由はこの３形態の保育施設が共通する内
容を有しているからである。そのもっとも大きな点は、法
律的には異なる保育所や認定こども園を「幼児教育を行う
施設」として明示したことによる。
　幼稚園教育要領には前文があり、「教育基本法第１条に
定めるとおり、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家
及び社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健
康な国民の育成を期すという目的のもと、同法第２条に掲
げる次の目標を達成するよう行わなければならない。」と
している。次の目標である５つの項目は重要であるため本
来ならば全文を掲載すべきであるが紙面の関係上割愛す
る。しかし必ず読んでおくべき文章である。
　それら目標の後に、自己の成長・発達や他者との協働に
よって持続可能な社会の創り手となるための基礎を培うこ
とが求められ、このために必要な教育の在り方を具体化す
るのが、各幼稚園において教育の内容等を組織的かつ計画
的に組み立てた教育課程であるとしている。そして教育課
程によりそれらの教育を実現していくためには、それぞれ
の幼稚園において、幼児期にふさわしい生活をどのように
展開し、どのような資質・能力を育むようにするのかを教
育課程において明確にしながら、社会との連携及び協働に
よりその実現を図っていくという、社会に開かれた教育課
程の実現が重要となる。
　そして、幼児の自発的な活動としての遊びを生み出すた
めに必要な環境を整え、一人一人の資質・能力を育んでい
く必要性を強調している。家庭との緊密な連携の下、小学
校以降の教育や生涯にわたる学習とのつながりを見通しな
がら、幼児の自発的な活動としての遊びを通しての総合的
な指導をするために幼稚園教育要領を定めている。以上の
目標を保育所（保育園）、幼保連携型認定こども園は、日々
の保育において実現するよう努めなければならないのであ
る。
　幼児教育が小学校以降の教育を貫く柱を確保するため
に、①資質・能力によって、幼児教育と小学校以上の学校
教育で育成される子どもの力を共通に表す。②知識・技能、
思考力・判断力・表現力等、学びに向かう力・人間性等、
という三つの柱を基本とする。③それらは知的な力と情意
的また協働的な力からなる。相互に循環的に育成されてい
くことを示しているとしている。その他、注目される点に
ついてみていきたい。
　教育要領では、「～各幼稚園においては、６に示す全体
的な計画にも留意しながら、「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」を踏まえ教育課程を編成すること、教育課程
の実施状況を評価してその改善を図っていくこと、教育課
程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともに
その改善を図っていくことなどを通して、教育課程に基づ
き組織的かつ計画的に各幼稚園の教育活動の質の向上を
図っていくこと（以下「カリキュラム・マネジメント」と
いう）に努めるものとする。」とあるが、保育指針では見
送られている。しかしカリキュラム・マネジメントに含ま
れる、計画、実行、評価、改善のＰＤＣＡサイクルの理念
は、認定こども園、幼稚園と共有されるもので、保育指針
では総則の「３保育計画及び評価」に記載されている。
　これらカリキュラム・マネジメントは、家庭での養育や
乳児保育を基に、環境としての保育、主体的活動としての
遊び、保育者の援助により子どもの資質・能力の柱及び五
領域による保育内容によって「幼児期の終わりまでに育っ
て欲しい姿」になるとしている。

　それは、「各領域に示すねらいは、幼稚園における生活
の全体を通じ、幼児が様々な体験を積み重ねる中で相互に
関連をもちながら次第に達成に向かうものであること、内
容は、幼児が環境に関わって展開する具体的な活動を通し
て総合的に指導されるものであることに留意しなければな
らない。」「また、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿が、
ねらい及び内容に基づく活動全体を通して資質・能力が育
まれている幼児の幼稚園修了時の具体的な姿であることを
踏まえ、指導を行う際に考慮するものとする。」と関連し
ている。
　この「幼児期の終わりまでに育って欲しい姿」は、とり
まとめを行った無藤氏は、到達目標ではなく方向性である
ことを強調している。到達目標ではなく方向性ということ
をどのように理解するのかといえば、優れた指導計画を作
成し実践すればそのような姿になるという因果論的発想で
はなく、認定こども園要領、幼稚園要領の指導計画の作成
と園児の理解に基づいた評価の⑶指導計画の作成上の留意
事項にある主体的・対話的で深い学びが実現するようにす
ると共に心が動かされる体験が次の活動を生み出すことを
考慮、とあるように、領域を意識した遊びという主体的・
対話的活動を通じて向かうことを示している。すなわち、
環境との相互作用としての遊びを中心とした関係論的な保
育により、幼児期の終わりころにはそのような姿となって
いることを目論んでいるのである。
　主体的・対話的で深い学びについては、無藤氏により以
下のように解説されているので参考にしたい。「幼児期に
おける重要な学習としての遊びは、環境の中で様々な形態
により行われており、以下のアクティブ・ラーニングの視
点から、絶えず指導の改善を図っていく必要がある。その
際、発達の課程により幼児の実態は大きく異なることから、
柔軟に対応していくことが必要である。」そして、①周囲
の環境に興味や関心を持って積極的に働き掛け、見通しを
持って粘り強く強く取り組み、自らの遊びを振り返って、
期待を持ちながら、次につなげる「主体的な学び」が実現
できているか。②他者とのかかわりを深める中で、自分の
思いや考えを表現し、伝え合ったり、考えを出し合ったり、
協力したりして自らの考えを広げ深める「対話的な学び」
が実現できているか。③直接的・具体的な体験の中で、「見
方・考え方」を働かせて対象と関わって心を動かし、幼児
なりのやり方やペースで試行錯誤を繰り返し、生活を意味
あるものとして捉える「深い学び」が実現できているか。
など具体的に幼児の姿を評価することを想定している。
　すなわち、保育者が大人に都合のよいプログラムを設定
して遊ばせたり、正解を覚えさせたりするのではない。発
達への願いを込めた環境を設定し、子ども自身が環境との
相互作用で主体的に遊び、単純に正解を知るだけでなく、
試行錯誤の中で生活と密着した学びがなされ、他者と共に、
物や事象などの対象に深く入り込み、他者と関わり合い、
対話を通じて学び合うことが求められている。一つの物事
に関しても、子どものなかで様々な見地から何度も捉えな
おしてみるディープ・ラーニングの概念が必要となるので
ある。パソコンで例えるならば、ＯＳ（オペレーションシ
ステム）が優秀でなければ、アプリケーションが働かない
のと同じである。つまり身辺の自立を行いながら、生活の
中で子ども自身が様々な不思議さや驚きを基にしたり、保
育者の意図によりで合わせた物事を通じたりして、小学校
以降の学習の基盤を育てるということである。
　その他、重要な事項として、子育て支援の拡充や各職員
あるいは施設全体での研修への取り組みを積極的に行うよ
う求めている。
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　社会福祉法人ひばり保育会が運営する夜見保
育園は、遊べる保育園を実現させたいという保
育者の思いから「自然を感じる園舎」をキーワー
ドに設計されました。鳥取県産の土壁の土や下
駄箱やカウンターに装飾された石は、出雲大社
や大山の石。地元、弓ヶ浜の弓浜絣を用いたク
ラス名看板。一瞬、森の中にいるような錯覚を
おこす鏡で設計されたトイレ。１階と２階をつ
なぐすべり台とロープ遊具。など保育者のアイ
ディアは園舎内にたくさんつまっていました。
子どもたちが自分の安心できる場所、好きな場
所を見つける事で園への愛着を育んでもらいた
いという保育者の思いがあり、大好きな保育園
生活の中で「自分が好き」「友だちが好き」「み
んなが好き」「地域が好き」という子どもの成
長への願いも込められています。園舎への一つ
ひとつのこだわりが、子ども一人ひとりの成長

を願う保育者の愛情そのものです。

《子どもが落ち着いて生活し、大人と子どもが
　ワクワクしながら共に育み合う》
　保育園の雰囲気としては、従来の大人が思っ
ている雰囲気作り（動物などのキャラクターを
貼ったり、鮮明な色使いなど）はやめて、自然
の中にある本物の素材で園の雰囲気を作り、子
どもがいつも触れることができ五感で感じらる

鳥取の保育園

私たちの園

― 第４回　くらふと広報誌からの保育園紹介 ―

社会福祉法人 ひばり保育会
夜見保育園

　社会福祉法人　ひばり保育会は、「子どもと共に生きる」を法人理念としています。大人が子ど
もと同じ目線で共に生活をすることで、子どもから学ぶことが多い。そのお互いが肯定しあう中で
の学びを中心に生活することが子どもの幸せに繋がると考えています。
　夜見保育園は、「自分を愛し」「人を愛し」「地域を愛する」ことを大切にしながら、公立保育園
から受け継いだ地域との繋がりを深めていく思いで保育しています。
　例えば、校区民運動会に参加したり、公民館祭りに作品展示をしたり、お年寄りとの交流で餅つ
きや花の苗植えを一緒にし、お礼に歌を唄い、園児の手作り品を送ったりしながら地域愛を深め自
分と人を愛していけるよう心がけています。
　　園の特長として
　☆子どもの生活の実態の把握と受容。
　☆健康・安全のための体制と環境（人的・物的）の充実。
　☆一人ひとりの発達過程や心身の状態に応じた適切な援助と保育活動。
　☆保護者等の思いを受け止め、支援と保護者会活動の推進。
　☆地域支援と交流…迎接院寺子屋サロンでの世代間交流、夜見地区運動会や敬老会、公民館祭り
　　など
　☆弓ヶ浜中学校区連携（保育園・あかしや・幼稚園・小学校・中学校）

夜見保育園 園長
　佐藤　密法

（さとう　みつのり）氏
夜見保育園は平成26年４月
に米子市から社会福祉法人
ひばり保育会に民間移管さ
れ定員90名で開設。
平成29年11月15日新園舎が
完成し、平成30年１月31日
に学童保育棟、３月31日に
園庭が完成。平成30年４月
から定員を110名に増やし、
０～５歳児の一貫保育とし
て保育園を運営。

所在地：鳥取県米子市夜見町1679-8
定員：110名（０～５歳）
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環境を構成することで、子ども自身が生まれな
がら持っている感性を豊かに育めると思ってい
ます。
　例えば、床に無垢材
を使用し、あえて節の
ある材料を使うこと
で、床の一枚一枚が
子ども一人ひとりの
見方で違う見え方に
なったり、園舎の所々
にのぞき窓を設け、子どもが「見たい」「知り
たい」ことはすぐにのぞけるよう子どもの興味
関心をそそるような仕掛けを設けたりしていま
す。そのような様々な仕掛けにより多様な視点
を大人と子どもが一緒に楽しめる日常があるこ
とで、日々の生活がより豊かな生活に繋がって
いけると思います。
　また、下駄箱の周りにある石は、出雲大社で
使われている同じ石を用いています。子どもが
触ったり匂ったりすることで、自然への興味に
も繋がっていきます。その石の壁があることで
好奇心がそそわれ、ロッククライミングが始ま
り遊びながら体力も育まれます。「登りません」
ではなく、大人が容認し子どもが安心して遊べ
る環境のもとで、自己肯定感も育まれ豊かな学
びが育まれていくことを願っています。

ポイント①
園内１周100ｍ
園 舎 内 を 一 周100ｍ と し
て、子ども達がワクワクし
ながら園での生活を育める
よう走り回れる環境を設け
ました。「園内は走りませ
ん」ではなく、いつでも子
ども同士が遊びの中から興
味・関心をもちながら、大
人と子どもが共感しあう空間作りを心がけてい
ます。

ポイント②
いつでも触れる事ができる無垢材
子どもが毎日使う椅子や机は、無垢材を使用し
たオリジナルのものです。子どもにあわせて椅
子や机を職人が手作りで一つ一つ仕上げ、無理
のない体勢で座れるよう作りました。机は４人
がけを基本として長さや高さを試行錯誤しなが
ら作った、子どもの為の机と椅子です。

ポイント③
トイレへの思い
トイレの壁をステンレスの鏡面仕上げにするこ
とで、外の景色が映りこみ、森の中にいるよう
な開放感がもてたり、合わせ鏡にもなるのでミ
ラーハウスのように遊びながらトイレに行ける
ような思いで作りました。

園を知る３つのポイント
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平
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29
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９
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10
日
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鳥
取
県
米
子
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に
お
い
て
、
日
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保
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四
国
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ロ
ッ
ク
研

修
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を
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い
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し
ま
し
た
。
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国
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り
、
１
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３
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の
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様
に
ご
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加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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と
し
て
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育
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様
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憲
昭
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ご
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す
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【
開
催
趣
旨
】

　
子
ど
も
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取
り
巻
く
環
境
は
年
々

多
様
化
し
、
保
育
所
、
保
育
士
の
責
務

は
一
段
と
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
離
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者
も
多
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保
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不
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と

人
材
育
成
は
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
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そ
こ
で
、
本
大
会
は
「
日
本
保
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協
会
の
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四
国
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ロ
ッ
ク
の
会

員
が
、
鳥
取
県
支
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主
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の
研
修
を
通

し
て
知
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め
る
と
と
も
に
、
よ
り

よ
い
保
育
所
運
営
と
、
風
通
し
の
よ
い

環
境
づ
く
り
へ
の
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報
交
換
の
場
に
す

る
」
と
の
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旨
の
も
と
、
３
つ
の
視
点

で
取
り
組
み
ま
し
た
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①
　『
子
育
て
王
国
』
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全
国
発
信

し
て
い
る
と
っ
と
り
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル

　
②
　『
国
の
行
政
、
動
向
に
つ
い
て
』

情
報
を
得
る

　
※
厚
生
労
働
省
、
日
本
保
育
協
会

　
　
本
部
よ
り
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
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③
　『
現
場
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員
へ
の
エ
ー
ル
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と

な
る
講
演

　
紙
面
で
は
①
と
③
に
つ
い
て
報
告
い

た
し
ま
す
。

　『
平
成
22
年
子
育

て
王
国
鳥
取
の
建
国

以
降
鳥
取
県
は
少
子

化
対
策
を
強
化
し
、

子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
子
育
て
環
境
日
本
一
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
は
社
会
の
宝
で
す
。

「
鳥
取
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」
そ
し

て
、「
鳥
取
で
子
ど
も
を
育
て
た
い
」

と
み
ん
な
が
思
え
る
「
子
育
て
王
国
鳥

取
県
」
に
し
ま
し
ょ
う
。』
鳥
取
版
ネ

ウ
ボ
ラ
の
整
備
を
推
進
。
合
計
特
殊
出

生
率
も
４
年
連
続
1.60
以
上
を
実
現
し
、

と
鳥
取
県
の
取
り
組
み
状
況
を
熱
く
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
と
の
日
々
、
そ
し
て
多
忙

な
日
々
を
振
り
返
り
、
視
点
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変
え
て

み
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き
に
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へ
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な
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う
な

出
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と
の
思
い
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お
二
人
の
講

師
の
方
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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四
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ク
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育
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取
県
支
部
長
　
田
　
中
　
京
　
子
　

１
．
講
演
『
子
育
て
王
国
と
っ
と
り

　
　
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
』

講
師
　
子
育
て
王
国
推
進
局
局
長
　

木
本
　
美
喜 

局
長

３
．
講
演
『
現
場
職
員
へ
エ
ー
ル
を
お

　
　
く
る
』

【
講
演
Ⅰ
】

演
題
『
自
分
自
身
を
高
め
よ
う
』

　
～
日
頃
頑
張
っ
て
い
る
皆
様
に
届
け
た
い
～

公
立
鳥
取
環
境
大
学
教
授
　

山
西
　
敏
博 

氏
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【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　「
見
方
・
考
え
方
を
前
向
き
に
す
る

こ
と
が
更
な
る
一
歩
に
つ
な
が
る
。」

映
像
を
使
用
し
、
童
謡
を
歌
い
、
歌
う

こ
と
で
思
い
出
が
よ
み
が
え
り
、
心
が

揺
り
動
か
さ
れ
る
体
験
、
隣
同
士
の
交

流
で
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
進
行
し
ま
し
た
。

　「
も
み
じ
」「
ふ
る
さ
と
」
を
参
加
者

全
員
で
歌
っ
た
時
、「
大
人
に
こ
そ
童

謡
を
！
」
と
い
わ
れ
る
先
生
の
言
葉
が

分
か
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
多
く
の

参
加
者
が
、
や
さ
し
い
気
持
ち
に
な

り
、
歌
い
な
が
ら
童
謡
の
「
心
」、
自

分
自
身
、
他
者
を
感
じ
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
し
た
。

（
参
加
者
の
感
想
）

〇
い
や
だ
な
と
思
う
こ
と
も
、
見
方
を

変
え
る
こ
と
で
気
持
ち
の
持
ち
方
も
変

わ
る
こ
と
を
実
感
。
プ
ラ
ス
に
楽
し
く

考
え
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

○
子
ど
も
達
に
も
っ
と
も
っ
と
童
謡
を

歌
っ
て
あ
げ
、
一
緒
に
歌
い
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

石
川
氏
の
最
も
伝
え
た
い

　
「
３
つ
の
Ｓ
と
３
つ
の
あ
り
が
と
う
」

３
つ
の
Ｓ
（
幸
せ
）

　
○
　
生
き
て
い
る
こ
と

　
○
　
大
切
な
人
が
い
て
く
れ
る
こ
と

　
○
　
思
い
を
伝
え
る
こ
と

３
つ
の
あ
り
が
と
う

　
○
　
産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う

　
○
　
生
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

　
○
　
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

　『
自
分
自
身
が
言
葉
で
伝
え
る
こ
と

で
よ
り
幸
せ
に
な
り
伝
え
ら
れ
た
相
手

も
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
さ
さ
や
か

な
ひ
と
こ
と
が
つ
ら
い
心
を
和
ら
げ
た

り
、
元
気
の
源
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ぜ
ひ
言
葉
で
伝
え
て
い
き
し
ょ
う
。』

【
情
報
交
換
会
】

　
情
報
交
換
会
は
ゴ
ス
ペ
ル
オ
ー
ブ
の

生
命
力
あ
ふ
れ
る
歌
声
で
始
ま
り
、
倉

吉
愛
児
園
の
坂
田
理
事
長
の
心
温
ま
る

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演
奏
が
続
き
ま
し
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
中
国･

四
国

各
県
の
参
会
者
が
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

【
終
わ
り
に
】

　
研
修
会
の
会
場
が
一
杯
の
ご
参
加
を

頂
き
、
実
行
委
員
一
同
元
気
を
得
て
、

研
修
の
日
を
迎
え
、
研
修
を
終
え
、
次

期
開
催
県
愛
媛
へ
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
鳥
取
県
内
の
会
員
外

の
園
か
ら
も
ご
参
加
い
た
だ
き
本
当
に

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
童
謡
と
の
出
会
い
、
自
分
と
の
出
会

い
、
他
者
と
の
出
会
い
の
研
修
会
で
し

た
。研
修
の
形
態
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

歌
・
映
像
で
進
む
も
の
で
し
た
の
で
、

紙
面
で
は
ハ
ー
ト
が
な
か
な
か
伝
え
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
研
修
会
の
報
告
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
沢
山
の
ご
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
講
演
Ⅱ
】

演
題
『
救
急
現
場
が
教
え
て
く
れ

　
た
心
を
元
気
に
す
る
方
法
』

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
　

石
川
　
達
之 

氏

　
「
童
謡
・
唱
歌
」
を
大
人
の
方
々
に
聴
い

て
頂
き
、
認
知
・
心
理
学
「
人
は
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」
を
活
用
し
て
、

受
講
者
に
精
神
的
に
癒
し
を
持
っ
て
頂
く

【
童
謡
メ
ン
タ
ル
セ
ラ
ピ
ー
】
実
践
を
幅
広

く
行
う
。

　

大
学
卒
業
後
鳥
取
県
の
消
防
局
に
32
年

間
勤
務
。
過
酷
な
火
災
、
救
急
、
災
害
現

場
で
体
力
の
限
界
状
態
、
心
の
耐
力
の
極

限
も
経
験
。
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
を
再
開
。

「
歌
う
消
防
士
」
と
し
て
活
動
を
続
け
る
う

ち
Ｎ
Ｈ
Ｋ
マ
ス
コ
ミ
で
紹
介
。
家
庭
の
こ

と
、
壮
絶
な
現
場
体
験
が
き
っ
か
け
で
、

早
期
退
職
。
人
を
元
気
に
す
る
こ
と
を
本

業
に
す
る
。
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　「
ま
ぁ
、い
い
か
」「
う
ち
は
大
丈
夫
」

「
今
ま
で
大
丈
夫
だ
っ
た
」、
こ
れ
ら
は

重
大
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
園
に
共
通

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
慢
心
を
端
的
に

表
し
て
い
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
９
月
３
日
（
日
）
琴
浦
町

ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く
で
開
催
さ

れ
た
、
第
１
回
乳
児
保
育
研
修
会
は
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
猪
熊
弘
子
先
生
を

お
迎
え
し
て
、「
保
育
の
中
に
潜
む
危

険
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
園
で
の

子
ど
も
の
死
亡
事
故
、
そ
の
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
、
デ
ー
タ
に
よ
る
事
故
の
現

状
や
、
新
し
い
保
育
指
針
・
教
育
要
領

に
お
け
る
「
安
全
」
の
位
置
づ
け
、
そ

し
て
、
良
い
保
育
の
実
践
と
安
全
の
両

立
な
ど
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
て
、
ど
れ

も
参
考
に
な
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　
そ
し
て
年
齢
別
に
１
日
の
う
ち
で
い

ち
ば
ん
事
故
が
起
き
や
す
い
危
険
な
時

間
帯
と
し
て
、「
く
う
・
ね
る
・
み
ず

あ
そ
び
」、
す
な
わ
ち
「
く
う
＝
１
～

２
歳
児
＝
食
事
中
の
事
故
」「
ね
る
＝

０
～
１
歳
児
＝
睡
眠
中
の
事
故
」「
み

ず
あ
そ
び
＝
２
歳
以
上
＝
水
の
事
故
」

に
つ
い
て
も
詳
し
く
説
明
さ
れ
、
注
意

を
喚
起
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
冒
頭
の
慢
心
を
表
現
し
た
言

葉
の
他
に
、
重
大
事
故
が
起
き
た
園
の

特
徴
と
し
て
、
職
員
間
の
不
仲
で
あ
っ

た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
な

ど
が
原
因
と
な
っ
て
い
た
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
子
ど
も
や
保
護

者
と
は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
同
士
で
も
よ

り
良
い
関
係
づ
く
り
意
識
し
て
行
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
と
め
と
し
て
「
良
い
保
育
」
を
追

求
す
る
こ
と
が
、
延
い
て
は
子
ど
も
の

命
を
守
る
こ
と
へ
つ
な
が
る
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の

存
在
を
大
切
に
す
る
、
愛
情
深
い
保
育

＝
「
良
い
保
育
」
の
実
践
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
第
２
回
障
が
い
児
保
育
研
修
会
が
、

平
成
29
年
10
月
21
日
（
土
）
福
祉
人
材

研
修
セ
ン
タ
ー
、22
日
（
日
）
国
際
フ
ァ

ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
明
蓬
館
高
等
学
校
　
共
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
南
雲
明
彦
先
生

を
お
迎
え
し
『
学
び
方
は
十
人
十
色
で

あ
っ
て
い
い
～
支
援
教
育
の
先
に
あ
る

も
の
～
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
21
歳
の
と
き
に
、
自
分
が
Ｌ
Ｄ
（
学

習
障
が
い
）
の
一
つ
で
あ
る
「
デ
ィ
ス

レ
ク
シ
ア
（
読
字
障
が
い
）」
だ
と
気

づ
い
た
と
い
う
南
雲
先
生
は
、
生
い
立

ち
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の

苦
悩
や
周
囲
の
人
と
の
関
わ
り
な
ど
に

つ
い
て
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　「
幼
少
期
、
手
先
が
不
器
用
だ
っ
た

り
、
距
離
感
が
掴
み
に
く
く
、
よ
く
転

ん
で
ケ
ガ
を
し
た
り
、
劇
の
セ
リ
フ
が

覚
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
子
だ
っ
た

が
、
ま
わ
り
か
ら
怒
ら
れ
た
り
せ
ず
か

わ
い
が
ら
れ
て
い
た
。
支
援
は
受
け
て

い
な
か
っ
た
が
、
愛
情
を
注
い
で
も

ら
っ
て
育
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

相
手
を
信
頼
す
る
こ
と
の
土
台
が
で

き
、
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
た
と
き
に
手

を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
人
た
ち
を
信
頼

し
て
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。」

ま
た
、「
発
達
障
が
い
と
わ
か
っ
て
ホ
ッ

と
し
た
面
も
あ
る
が
、〝
障
が
い
〟
と

い
う
目
で
見
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
中
途

半
端
に
知
識
の
あ
る
人
か
ら
不
必
要
な

配
慮
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。（
例
え

ば
、
ラ
ー
メ
ン
店
で
メ
ニ
ュ
ー
を
全
て

読
み
上
げ
ら
れ
る
等
。）支
援
し
て
も
ら

う
立
場
の
人
は
、
相
手
と
の
関
係
が
壊

れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
断
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
支
援
と
い
う
も
の
が
支
配
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
。」な
ど
、
当
事
者
の

立
場
か
ら
、
私
た
ち
保
育
士
へ
た
く
さ

ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
適
切
な
配
慮

を
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
プ
ラ
イ
ド
を

傷
つ
け
る
よ
う
な
関
わ
り
方
を
し
て
は

い
な
い
か
と
、
自
分
自
身
の
保
育
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
豊
か
に
生
き
る
子

ど
も
を
育
て
る
上
で
基
礎
と
な
る
こ
と

は
、「
相
手
を
信
頼
す
る
こ
と
の
土
台

づ
く
り
＝
愛
情
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
初
任
・
初
級
保
育
士
研
修
会
③
が
、

平
成
29
年
10
月
24
日
（
火
）
倉
吉
体
育

文
化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
研
修
①
②
③
の
テ
ー
マ

を
「
遊
び
き
る
子
ど
も
を
め
ざ
し
て
～

子
ど
も
を
知
る
」
と
一
貫
し
て
設
定
し

て
お
り
、
今
回
が
そ
の
ま
と
め
の
回
と

な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
方
40
名
は
７
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
２
つ
の
視
点
か
ら
グ
ル
ー
プ

討
議
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
午
前
の
討
議
で
は
、「
遊

び
き
る
子
ど
も
っ
て
…
ど
う
い
う
こ

と
？
」
と
題
し
て
、
２
本
の
映
像
を
視

各
研
修
会
報
告

　（
９
月
〜
12
月
）

  

第
１
回
乳
児
保
育
研
修
会

福
米
保
育
園
　
小
柴
　
数
雄

  

第
２
回
障
が
い
児
保
育

　  

　
研
修
会
に
参
加
し
て

関
金
保
育
園
　
伊
藤
麻
衣
子

  

初
任
・
初
級
保
育
士

　  

　
研
修
会
③
を
終
え
て

あ
ゆ
み
保
育
園（
倉
吉
）
　
村
岡
　
亜
樹
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聴
。

　
最
初
の
ビ
デ
オ
で
は
、
登
場
し
て
い

る
２
歳
５
か
月
の
男
の
子
の
動
き
や
つ

ぶ
や
き
か
ら
、
そ
の
子
が
何
を
感
じ
、

何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
分
析

し
、
思
い
を
想
像
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
動
画
を
見
て
直
感
的
に
感
じ
た
内
容

を
出
し
あ
っ
た
後
、
同
じ
動
画
を
も
う

１
度
視
聴
し
ま
し
た
。本
来
の
保
育（
日

常
）
は
一
度
き
り
な
の
で
見
落
と
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
２
度
視
聴
す
る
こ
と
で
、
そ
の
子

の
こ
と
を
多
角
的
に
見
る
こ
と
が
で

き
、
よ
り
深
く
男
児
の
心
を
推
察
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
々

は
、
様
々
な
気
づ
き
を
出
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
２
本
目
の
事
例
動
画
で
は
、
あ
る
保

育
園
の
豊
富
な
コ
ー
ナ
ー
遊
び
の
内
容

展
開
に
対
し
て
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の

活
動
の
過
程
や
環
境
設
定
へ
の
質
問
な

ど
、
多
く
の
感
想
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
の
後
に
は
、
パ

ネ
リ
ス
ト
の
方
々
か
ら
「
保
育
者
の
捉

え
方
（
大
人
の
心
持
ち
）
で
、
子
ど
も

に
よ
っ
て
は
そ
の
活
動
が
無
意
味
に

な
っ
て
し
ま
う
。
私
た
ち
の
裁
量
で
子

ど
も
の
純
粋
な
思
い
が
壊
さ
れ
て
い
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
？
」「
子

ど
も
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
活
動

が
と
て
も
意
味
の
あ
る
も
の
に
な
る
。」

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
参

加
者
の
み
な
さ
ん
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
午
後
の
討
議
で
は
、
各
自
が
記
入
し

た
「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
の
研
修
①
②
を
終
え
て
「
自

園
で
や
っ
て
み
た
こ
と
」「
自
園
で
や
っ

て
い
な
い
が
思
っ
て
い
る
こ
と
」
に
つ

い
て
語
り
合
っ
て
み
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

ら
れ
て
お
り
、

・
自
由
あ
そ
び
の
時
間
を
長
く
し
た
。

・
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
声
を
拾

う
よ
う
に
し
た
。

・
大
人
の
声
か
け
を
な
る
べ
く
少
な
く

し
た
。

・
大
人
が
決
め
る
の
で
は
な
く
、
遊
び

を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
決
め
て
い

く
よ
う
に
し
た
。

・
保
育
士
自
身
が
全
力
で
遊
び
よ
う
に

し
た
。

・
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
ノ
ー
ト
を

簡
素
化
し
て
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
し
た

…
な
ど
具
体
的
な
内
容
が
た
く
さ
ん
出

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ま
だ
ま
だ
実
践
に
は
つ
な

が
っ
て
い
な
い
が
、
他
園
か
ら
良
い
と

こ
ろ
を
も
ら
っ
て
、
さ
っ
そ
く
園
内
で

検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
参

加
者
の
保
育
に
対
す
る
熱
意
、
真
剣
な

姿
勢
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
た
１
日
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
、
①
②

③
の
研
修
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
平
成
29
年
10
月
31
日
（
火
）
倉
吉
未

来
中
心
に
て
第
２
回
施
設
長
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
施
設

長
研
修
会
に
合
わ
せ
て
、
最
初
に
鳥
取

県
子
ど
も
家
庭
育
み
協
会
　
大
橋
会
長

よ
り
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
19
名
の

方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
に
渡

る
保
育
界
へ
の
ご
貢
献
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
表
彰
式
後
の
施
設
長
研
修
会
で
は
、

女
性
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
研
究
所
フ
ェ
リ

ア
ン
副
所
長
　
津
村
　
薫
氏
に
よ
る

「
保
育
現
場
に
お
け
る
人
材
育
成
」
と

題
し
て
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
津
村

氏
は
大
阪
と
京
都
に
拠
点
を
置
か
れ
、

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
等
、
子
ど
も
に
か
か
わ
る
支

援
研
修
を
各
地
で
講
演
さ
れ
幅
広
く
ご

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
演
内
容
も
わ

か
り
や
す
く
笑
い
あ
り
、
時
折
そ
の
場

で
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
入
れ
な
が
ら

楽
し
く
あ
っ
と
言
う
間
の
２
時
間
で
し

た
。

　
講
演
内
容
は
、
１
．
保
育
界
の
現
状

と
課
題
　
２
．
良
い
チ
ー
ム
を
つ
く
る

に
は
　
３
．
相
手
の
気
持
ち
を
受
け
と

め
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
　
４
．
よ

り
良
い
人
材
育
成
の
た
め
に
大
切
な
セ

ル
フ
ケ
ア
の
４
つ
の
項
目
に
分
け
て
話

を
さ
れ
ま
し
た
。
保
育
士
不
足
が
深
刻

な
今
、
保
育
界
の
課
題
と
し
て
の
人
が

辞
め
な
い
、
病
ま
な
い
職
場
を
つ
く
る

に
は
、
助
け
合
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
人
材
定
着
に
結
び
つ
き
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
希
薄
な
世
代

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
か
す
り
傷
が
致
命

的
傷
に
な
り
や
す
く
、
そ
の
為
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
つ
け
温
か
く

丁
寧
な
育
成
が
望
ま
れ
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
環
境
の
変
化
に
と
も
な
い
強

い
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
、
積
極
的
に

変
化
を
先
取
り
し
て
ゆ
く
姿
勢
が
望
ま

れ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
共
に
仕
事
を
す

る
仲
間
と
し
て
、
同
じ
目
的
を
持
っ
た

人
が
集
ま
っ
て
知
恵
や
力
を
合
わ
せ
、

個
人
で
は
で
き
な
い
大
き
な
課
題
の
達

成
を
め
ざ
し
、
良
い
仕
事
を
す
る
た
め

に
チ
ー
ム
が
元
気
に
な
る
必
要
が
あ
る

な
ど
研
修
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
世
の

中
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
私

た
ち
の
生
活
ス
タ
イ
ル
も
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
も
環
境
の
変
化
と
と
も
に
変
わ

り
、
大
人
も
常
識
を
図
る
物
差
し
が
一

本
で
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
切

に
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
そ
の
よ
う

な
時
代
の
流
れ
を
し
っ
か
り
捉
え
な
が

ら
、
ま
ず
は
温
か
い
活
気
あ
る
職
場
づ

く
り
を
目
標
に
、
よ
り
良
い
人
間
関
係

が
保
育
の
質
の
向
上
に
繋
が
る
こ
と
を

  

第
２
回
施
設
長
研
修
会

湖
山
保
育
園
　
西
村
　
文
子
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念
頭
に
お
き
努
め
て
い
く
こ
と
。
そ
し

て
、
魅
力
あ
る
職
場
と
は
何
か
、
常
に

追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

多
く
の
学
び
と
課
題
を
頂
い
た
大
変
貴

重
な
研
修
で
し
た
。

　
第
２
回
乳
児
保
育
研
修
会
が
、
11
月

11
日
（
土
）
に
琴
浦
町
ま
な
び
タ
ウ
ン

と
う
は
く
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
特

定
非
営
利
活
動
法
人
こ
ど
も
の
森
理
事

長
の
吉
田
隆
子
先
生
を
お
迎
え
し
、「
０

歳
か
ら
始
ま
る
食
育
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
に
食
育
基
本
法
が
制
定
さ

れ
、
広
く
食
育
と
い
う
言
葉
が
浸
透
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、平
成
28
年
に
は
、

「
第
三
次
食
育
推
進
基
本
計
画
」が
制
定

さ
れ
、
食
に
対
し
て
の
要
求
が
さ
ら
に

多
く
な
り
ま
し
た
。
食
育
と
は
、
子
ど

も
の
体
と
心
を
育
て
る
も
の
で
あ
り
、

「
保
育
＝
食
育
」
と
考
え
る
こ
と
、
離

乳
期
か
ら
の
食
育
を
大
切
に
し
、
食
を

知
る
、
作
る
、
楽
し
む
こ
と
が
「
生
き

る
力
」と
な
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ

た
こ
と
を
三
つ
紹
介
し
ま
す
。
一
つ
目

は
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
育
て
た
い
食

育
と
し
て
、
咀
嚼
・
味
覚
・
箸
の
使
い

方
等
、
基
礎
か
ら
や
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
日
々

の
生
活
が
食
育
そ
の
も
の
で
あ
り
、
乳

幼
児
期
に
か
か
わ
る
大
人
の
情
熱
が
、

心
も
身
体
も
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
や

か
な
子
ど
も
を
育
て
て
い
き
、
子
ど
も

た
ち
の
「
生
き
る
力
」
で
あ
る
た
く
ま

し
さ
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
人
づ
く
り
の
基

礎
と
な
る
乳
幼
児
期
に
、
人
が
生
き
る

原
点
と
な
る
食
育
を
中
心
と
し
た
保
育

活
動
を
行
い
、
子
ど
も
の
心
に
「
お
い

し
い
」
記
憶
の
種
を
ま
き
、
小
学
校
へ

送
り
出
す
こ
と
で
す
。

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
提
供
だ

け
で
な
く
、
食
に
関
わ
る
こ
と
を
子
ど

も
の
生
活
の
一
部
と
捉
え
、
保
育
の
中

に
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
保
護
者
を

は
じ
め
、
地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
、

家
庭
で
の
子
ど
も
の
適
切
な
食
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　
第
２
回
食
育
研
修
会
が
12
月
３
日

（
日
）、
倉
吉
未
来
中
心
に
て
「
幼
い
こ

ろ
か
ら
未
来
に
つ
な
が
る
食
育
を
」
の

テ
ー
マ
で
、
サ
カ
モ
ト
キ
ッ
チ
ン
ス
タ

ジ
オ
主
宰
　
坂
本
廣
子
先
生
の
講
演
の

予
定
で
し
た
が
、体
調
不
良
の
た
め
に
、

坂
本
先
生
に
師
事
さ
れ
て
い
る
井
場
恵

美
子
先
生
を
お
招
き
し
、
坂
本
先
生
の

肉
声
テ
ー
プ
を
含
め
た
講
演
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　
特
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
子
ど
も

の
脳
が
育
つ
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
で
し

た
。
人
の
脳
は
30
％
の
成
長
度
で
生
ま

れ
６
歳
ま
で
に
90
％
が
完
成
す
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
少
し
前
に
別
の
著
者

の
本
で
読
ん
だ
内
容
と
同
じ
よ
う
な
講

演
で
し
た
。
中
で
も
脳
は
も
の
を
覚
え

る
と
き
、
体
験
し
た
り
、
五
感
と
し
て

感
じ
た
り
し
た
も
の
を
鮮
明
に
記
憶
と

し
て
残
し
そ
れ
以
外
の
も
の
は
忘
れ
る

ら
し
い
の
で
す
。
確
か
に
子
ど
も
の
頃

の
記
憶
っ
て
あ
ま
り
な
い
で
す
よ
ね
。

で
も
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
や

悲
し
か
っ
た
こ
と
、
印
象
深
か
っ
た
こ

と
な
ど
は
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
よ
ね
。
納
得
で
し
た
。
日
々
の
中
で

絵
本
な
ど
を
読
ん
で
あ
げ
て
も
体
験
が

少
な
け
れ
ば
絵
本
の
中
の
こ
と
ば
と
実

際
の
動
作
が
結
び
つ
か
ず
理
解
が
難
し

い
ら
し
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
に
沢
山
の
知
識
を
詰
め
込
ん
で

も
体
験
が
伴
わ
な
い
と
記
憶
さ
れ
な
い

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
思
う
と
、

脳
が
発
達
す
る
６
歳
ま
で
の
体
験
が
と

て
も
重
要
で
あ
り
経
験
さ
せ
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
核
家
族
が
増
え
仕
事
を
持
つ
親
に

と
っ
て
家
庭
で
体
験
さ
せ
る
時
間
が
取

れ
な
か
っ
た
り
す
る
現
状
が
あ
る
今
、

保
育
園
の
果
た
す
役
割
は
と
て
も
大
き

く
、
そ
の
時
期
に
関
わ
る
私
た
ち
職
員

の
取
り
組
み
や
関
わ
り
が
い
か
に
重
要

で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

新
指
針
が
施
行
さ
れ
る
平
成
30
年
、
そ

の
中
で
も
非
認
知
能
力
の
育
成
が
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
食
育

や
ク
ッ
キ
ン
グ
」
は
五
感
を
フ
ル
に
活

用
す
る
作
業
で
あ
り
、
非
認
知
能
力
は

五
感
を
フ
ル
に
活
用
す
る
体
験
の
中
で

育
て
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し

た
。
そ
れ
を
考
え
る
と
き
、
日
々
の
保

育
の
中
に
い
か
に
多
く
の
体
験
を
さ
せ

て
あ
げ
ら
れ
る
か
が
一
人
一
人
の
子
ど

も
の
育
ち
に
影
響
す
る
の
だ
と
強
く
思

い
ま
し
た
。
脳
が
発
達
す
る
、
６
歳
ま

で
に
刺
激
的
な
体
験
を
た
く
さ
ん
さ
せ

て
あ
げ
な
く
て
は
と
感
じ
る
研
修
会
で

し
た
。

  

第
２
回
乳
児
保
育
研
修
会

上
北
条
保
育
園
　
桝
本
　
留
美

 

第
２
回
食
育
研
修
会

  

「
幼
い
こ
ろ
か
ら
未
来
に

　  

　
　
つ
な
が
る
食
育
を
」

松
保
保
育
園
　
藤
原
美
恵
子
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うっちー先生のえほんばなし①
　はじめまして。鳥取市公立園で保育士をしています、絵本専門士の内田大樹です。絵本専門士＝絵本の
魅力や可能性を伝えるスペシャリストとして、みなさまに絵本にまつわるお話をしていきます！記念すべ
き第 1回目は、２人の絵本作家についてです。

かがくいひろし (1955－2009)

　特別支援学校教諭として学校勤務のかたわら人形劇の活

動や紙を使った造形作品を発表。

　2005年『おもちのきもち』（第 27回講談社絵本新人賞受

賞作品）で絵本作家としてデビュー。４年間の作家生活で

残した絵本作品は16冊。

　かがくい氏は【動き・音・リズム】を、子どもたちが喜

ぶ要素とし、絵本で表現しました。その代表作は『だるま

さんが』（ブロンズ新社 /08年１月）です。白い背景にパ

ステルで描かれた温もりのあるだるまさんが、リズムよく

左右に動き、ページをめくると、愉快な音と動きが表れる。

繰り返しのリズムが心地よく、読む人全てが楽しめる絵本

となっています。

　作品を通して「みんなが楽しめる」
ことを目指していました。

参考文献　『illastration　別冊絵本　作家73人の話』（玄光社 MOOK 2010）

ディック・ブルーナ（1927－2017）

　オランダ人作家。父親の出版社に専属デザイナーと

して勤務。

　最初期の絵本は、1953年出版の『りんごぼうや』55

年には『ちいさなうさこちゃん』『うさこちゃんとど

うぶつえん』が同時出版される。オランダ語では「ナ

インチェ」英語版では「ミッフィー」日本語版は『う

さこちゃん』で呼ばれる絵本シリーズ ( 福音館書店 )

が代表作。

　ブルーナ氏は、「必要がないものをギリギリまで削

り、いかにも簡単に見える線だけで、その対象がもつ

本質をきっちり描きだそう」という【研ぎ澄まされた

シンプル】を表現しました。

　作品を通して「想像力を引き出すシンプル」
を目指していました。

『シンプルの正体　ディック・ブルーナのデザイン』（Blue Sheep 2017）

　かがくい氏とブルーナ氏が作品を通して表現したかったことを紹介しました。両氏の表現方法は真逆で
ありますが、読者のことを想うという気持ちには通ずる所があります。
　【困ったときのだるまさん】という格言（私が作りました）があるように、たくさんの保育現場で『だ
るまさんシリーズ』が大活躍していることと思います。
　どんな子どもでもこの絵本を読めばたちまち笑顔になり、発表会で「どてっ」と表現あそびをし、ごっ
こあそびにだるまさんも仲間入りしています。
　一方、『うさこちゃんシリーズ』をはじめ、ブルーナ氏の絵本は、保育園では『だるまさん』ほど読ま
れてないと思います。うさこちゃんの両親の名前をご存知ですか？シリーズ１作目『ちいさなうさこちゃ
ん』に名前が出てきます。対象年齢１歳からと書かれているので、低年齢から読むことができるはずなの
に。動きが少ないから好まれないのでしょうか。文章もシンプルだからでしょうか。
『だるまさん』絵本を通してコミュニケーションを楽しむ。
『うさこちゃん』児童文学の入り口として、お話を楽しむ。
という違いがあると私は考えています。どちらも大切にしてほしい。
　心地よく楽しい刺激がある絵本は、子どもたちと楽しい時間を共有でき、集団生活を送る保育現場にお
いて、なくてはならない大切な要素のひとつです。同時に、想像力を持ってお話を楽しんでいくことも、
これから大きくなるにつれて、絵本の世界が広がっていく大切な要素です。
　たくさんの価値観に触れながら子どもたちが絵本を楽しんでほしいと思います。

　というわけで！これからも絵本にまつわるお話をしていきます。作者の話や、絵本の読み方、選び方も
お伝えします。毎回絵本紹介もしていきます。よろしくお願いします！

～子どもたちと一緒に、絵本の世界を広げていくことを願って～

『生きる』
　谷川俊太郎 詩 /岡本よしろう 絵　2013年９月　　　　　　

日本傑作絵本シリーズ　2017年３月　福音館書店

　　　　　【そこで何が起こっていても、誰が何をして

いても、その短い時間に〈永遠〉をはらんでいる】〈いま〉

は物理的には一瞬でありながら、心理的には一瞬にとど

まらない広がりを持っています。

　谷川俊太郎氏の言葉です。「生きる」という詩とひと

つの家庭を中心とした絵が合わさり、谷川氏の言葉が絵

本に表現されています。

　私が２年間担任したクラスの卒園式終了後、最後の絵

本の時間に選んだ本です。

絵本専門士とは
　子どもたちの健やかな成長を促す絵本の可能性やその活用法を学校や家庭のみ

ならず、地域社会全般に普及させるとともに、実際に絵本の読み聞かせやワーク

ショップをはじめ子どもたちの読書活動の推進に携わる、絵本の専門家。国立青

少年教育振興機構が毎年育成している。

うっちー先生プロフィール
鳥取市公立園の保育士

年齢：不詳　性別：想像に委ねる　身長：185㎝超え

資格：保育士 /日体協会公認ジュニアスポーツ指導員 /絵本専門士

自己紹介：幼少の頃、母親がおはなしサークルに所属し、家庭文庫をしている中

で育つ。学生時代はバレーボールと読書にはまる。大食い（茶碗飯３杯）。

※Ameba ブログ『絵本専門士うっちー先生の活動記録』

絵本紹介①
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　潜在保育士の就職（復職）に向けた環境を整備し、保育
士確保を推進するため、就職準備金及び未就学児を
もつ保育士に対する保育料の一部、預かり支援
事業利用料の一部を貸付けします。

１　貸付の種類と対象者
（１）未就学児を持つ保育士に対する保育料の一部貸付
以下のいずれかの要件を満たす者
・平成30年４月１日以降に新たに保育士として保育所、認定こども

園、幼稚園、地域型保育事業、一時預かり事業、病児保育事業等
において、週20時間以上勤務する者

・保育所等に雇用されている未就学児を持つ保育士であって、産後
休暇又は育児休職から復職する者

（２）就職準備金貸付
平成30年４月１日以降に新たに保育士として保育所、認定こども園、
幼稚園、地域型保育事業、一時預かり事業、病児保育事業等におい
て、週20時間以上勤務する者で、以下の要件のいずれも満たす者
・保育士登録後１年以上経過した者
・保育所等を離職後１年以上経過した者又は保育所等に勤務経験の
　ない者
（３）未就学児を持つ保育士の子どもの預かり支援事業利用
　　 料の一部貸付
以下の要件のいずれも満たす者
・未就学児を持ち、保育所等を利用している者
・保育所等における勤務の時間帯により、子どもの預かり支援に関
　する事業を利用する者

２　貸付額
（１）未就学児をもつ保育士に対する保育料の一部貸付
　　　・保育料の半額
　　　・月額２万７千円を上限とし、１年間を限度とする
（２）就職準備金の貸付
　　　・40 万円以内とし、１人１回限りとする
　　　・使途は就職の準備に要する経費
　　　　（例）通勤用の自転車購入、宿舎の礼金、被服、等
（３）未就学児を持つ保育士の子どもの預かり支援事業利用
　　 料の一部貸付
　　　・ファミリーサポートセンター事業、ベビーシッター派遣事
　　　　業その他の子ども預かり支援に関する事業を利用した金額
　　　　の半額
　　　・年額12万３千円以内とし、２年間を限度とする

３　利子　　無利子

４　返還免除　　　当該保育所等において２年間、勤務した時

［申請に必要な書類］
（１）未就学児をもつ保育士に対する保育料の一部貸付に必
　　 要な書類
　・未就学児をもつ保育士に対する保育料の一部貸付の申請書（様

式第１号）
　・申請者の子どもに係る保育料が確認できる書類（保育料決定通

知書の写し等）
　・保育所等に就職すること又は、就職していることが確認できる

書類及び履歴書（保育所等に提出した履歴書の写しでも可）
（２）就職準備金貸付に必要な書類
　・就職準備金貸付申請書（様式第２号）
　・就職準備金の使途が確認できる書類（見積書又は領収書の写し

等）
　・新たに保育所等に就職すること（又はしたこと）が確認できる

書類及び履歴書（保育所等に提出した履歴書の写しでも可）

（３）未就学児を持つ保育士の子ども預かり支援事業利用料
　　 の一部貸付に必要な書類
　・未就学児を持つ保育士の子どもの預かり支援事業利用料の一部

貸付申請書（様式第１号の２）
　・申請者の子どもが保育所等に入所していることが確認できる書

類
　・保育所等における勤務時間帯が記載された書類
　・子どもの預かり支援に関する事業の利用の時間帯及び料金が記

載された書類
　・保育所等に就職すること又は、就職していることが確認できる

書類及び履歴書（保育所等に提出した履歴書の写しでも可）
（４）全ての申請に必要な書類
　・保育士証の写し

［就職準備金等の貸付けの流れ］
（１）未就学児をもつ保育士に対する保育料の一部
　　 未就学児を持つ保育士の子どもの預かり支援事業利用
　　 料金の一部貸付

※１　保育料の増額改定があった場合は、速やかに提出。
※２　各貸付けが全て終了した時点で提出。
※３　差額の返還は、⑤で返還要請をした場合のみ。

（２）就職準備金貸付

※　差額の返還は、⑤で返還要請をした場合のみ。

【申請先・問合せ先】

 社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会　福祉振興部
　　
　〒 689－0201　鳥取市伏野 1729－5
　県立福祉人材研修センター内
　電話 0857－59－6344
　ファクシミリ 0857－59－6340
　ＵＲＬ　http://www.tottori-wel.or.jp

貸付制度のご案内
～就職準備金や、保育料・子どもの預かり支援事業利用料金の一部を貸付けます～

平成30年度
鳥取県内で保育士として働かれるみなさまへ

～２年間、鳥取県内の保育所等において勤務した時、返還免除されます～
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平 成 30 年 度　事 業 計 画
期　　　日 事　　業　　名 場　　　　所 備　　考

平成30年５月30日㈬ 代議員会、第１回施設長研修会 倉吉市 倉吉未来中心

平成30年６月４日㈪〜６日㈬ 第61回全国私立保育園研究大会 愛知県名古屋市 全国私立保育園連盟

平成30年６月19日㈫ 第１回合同部会 倉吉市 倉吉未来中心

平成30年６月23日㈯ 第１回乳児保育研修会 琴浦町 まなびタウンとうはく

平成30年６月27日㈬〜29日㈮ 第32回保育を高める研究集会 鹿児島県 日本保育協会

平成30年６月30日㈯ 第１回食育研修会 倉吉市 倉吉未来中心

平成30年７月10日㈫ 主任保育士研修会 倉吉市 倉吉未来中心

平成30年７月26日㈭〜27日㈮ 第64回中国地区保育研究大会 広島県広島市 中国地区保育協議会

平成30年８月18日㈯
第 2回乳児保育研修会

鳥取市 とりぎん文化会館

平成30年８月19日㈰ 米子市 国際ファミリープラザ

平成30年８月30日㈭ 第２回施設長研修会 倉吉市 倉吉未来中心

平成30年９月３日㈪ 全国私立保育園連盟中国・四国ブロック研修会 鳥取県米子市 全国私立保育園連盟中国・四国ブロック

平成30年９月28日㈮ 中国地区保育協議会人材養成研修会 山口県 中国地区保育協議会

平成30年10月６日㈯ 保育士研修会 琴浦町 まなびタウンとうはく

平成30年10月13日㈯ 第２回食育研修会 琴浦町 まなびタウンとうはく

平成30年10月24日㈬〜26日㈮ 第62回全国保育研究大会 神奈川県川崎市 全国保育協議会

平成30年11月７日㈬〜８日㈭ 第52回全国保育士会研究大会 大分県 全国保育士会

平成30年11月15日㈭〜16日㈮ 日本保育協会中国・四国ブロック研修会 愛媛県松山市 日本保育協会中国・四国ブロック

平成31年１月12日㈯ 第２回合同部会 倉吉市 倉吉未来中心

平成31年１月13日㈰ 第65回鳥取県保育推進研究大会 倉吉市 倉吉未来中心

平成31年２月 中国ブロック保育士会リーダーセミナー 広島県広島市 中国地区保育士会

未定 第１回障がい児保育研修会 未定

未定 第２回障がい児保育研修会 未定

未定 初任・初級保育士研修会① 未定

未定 初任・初級保育士研修会② 未定

未定 初任・初級保育士研修会③ 未定
※期日及び内容等については、変更となることがありますので御了承ください。
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